
アンケート実施 ・ 結果　2014 年 10 月 14 日宮浦地区、 大三島分校にて実施

大三島宮浦地区参道近辺において、 分校生の為の下宿設計を行うことに対して、 実際に住人の方々に

どう思うかのアンケートを実施した。 実施日は 2014 年 10 月 14 日、 回答は、 分校生 30 名、 教員 8 名、

市役所職員 20 名の計 58 名から得られた。 分校生に関しては、 分校にて直接生徒と会話をすることも

出来た。

アンケートの結果から、 「下宿」 の設計に対して、 賛成者が多くいること、 また、

参道に建てることに対して好意的な人が多いことが分かった。

　この他にも、 参道を歩いている際に出会った島の人々に調査を行った結果、 下宿設計についての賛成

意見は多く、 ただ、 下宿経営者については高齢者が多いこともあり、 不安だという意見も出ていた。

　これらの意見をふまえ、 設計においては、 分校生が大人の目に守られ、 かつ、 プライベートを確保

できる空間の設計を意識した。 また、 下宿経営者は高齢者ではなく、 最近大三島にも入ってきている

I ターン者や NPO の方々など、 意欲のある方に経営してもらうという条件で設計を進めた。

大三島分校にてアンケート実施風景

宮浦港

島は、 海でつながっている。

かつては島内よりも島外との交流の方が盛んだったという程で、

島には地縁だけでなく、 水の縁、 「水縁」 があると感じた。

外部空間＝海、 棟＝島、 人＝船と例え、

まるで島に船が海を渡って上陸するように、

棟に人が外部空間を渡ってアクセスするようなイメージで設計。

かつて大山祇神社へは、 宮浦港から

参道を通り参拝していた。

しかし、 しまなみ海道開通により

アクセスが変化、 参道は廃れてしまった。

故に、 下宿の設計を参道内で行うことで、

新たな人の流れを起こす。

宮浦港

御串通り

参道

大三島分校

大山祇神社

1/1000 模型写真宮浦港から宮浦地区をのぞむ 各々の位置関係

地縁水縁下宿−大三島分校生の為の下宿設計計画−

大山祇神社

大三島 13 の集落分布図

概要

（１） 囲まれる空間
高さのある２階床部分が１階床レベル
まで垂れ下がることで、 屋根によって
囲まれるような
空間が生まれる。

（３） レベル差のある
　　　　　　　　アクセス

同じレベルのままつながって
いる床を床レベルの違う玄関に
行くにつれ下げる。
階段を使わずに
なだらかなアクセスとなる。

（５） 段差による空間

微妙なレベルの違いに
よって自然と空間が
作られる。 座ったり、
ものを置いたり ・ ・ ・

（２） スロープからの階段
スロープのようなデッキ
によって、 坂を上った後、
階段へとつながり、
2 階部分へとアクセスする。

（４） 段差による空間
地盤を低くし、 更に高い部分に
屋根のようなものをかけることで、
もとの高さとの間に空間が生まれる。

エン （縁） は時には縁側に、 時にはデッキに、 時には回廊に、 時には屋根に…と、

数多くの空間に変化する。

エン （縁） は空間の領域をつくり出している。 例えば、 棟の内部空間と外部空間をつなげ、

時に繋げたり、 切ったりしている。

エン （縁） がつながることで空間がつながり、
エン （縁） が切れることで空間が切れる。
そのような空間の創造をこの下宿設計では行っている。

「エン （縁）」コンセプト
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傾きの操作

高さの操作

従来の使われ方 今回の提案

・ 道の貫入
敷地の参道は今、 １本で通り過ぎてしまう為、 交差点のように敷地をクロスさせ、

道を貫入させ、 空間を面的に広げる。

・ 分棟型
９箇所の敷地は、 分棟型で設計することで、 道をはさんだ設計となり、

パブリックとプライベートの曖昧な空間を生み出す。

・ 傾き、 高さ操作
分棟同士は、 棟の傾きや、 地盤の高さを合わせることで繋がりを持たせている。

・ 「海 ・ 島 ・ 船」
外部空間＝海、 棟＝島、 人＝船と例え、

まるで島に船が海を渡って上陸するように、

棟に人が外部空間を渡ってアクセスするような

イメージで設計。

・ 「地縁 ・ 水縁」
島では、 海で縁がつながっていたということから、 地縁だけでなく、

水の縁、 「水縁」 があると感じ、 コミュニティ空間をイメージ。

下宿について

「下宿」 に定義はなく、 広辞苑を引いてみると、 「(1) やどさがり。 やぶいり。 (2) やや長い期限を定めて他人の家に部屋住みすること。 また、 その家。」 とある。

今回の場合、 (2) の意味で考える。 全国の下宿を検索できる 「下宿ガイド」 によると、 愛媛県には 19 件の下宿があった。

電話をし、 調査を行うと、 電話をかけた 19 件のうち 8 件に話を伺う事が出来た （表 1 参照）。

主な質問として、①何年経営しているか②現在の住人の数③何部屋 （何畳） あるか④昔と今の比較、 の大きく 4 項目を伺った。

　8 件のうち、 現在も経営を続けている所は 5 件あり、①短くて 10 年、 長くて 60 年以上経営している所もあった。②現在の入居人は 1 人～ 6 人で、 高校生がほとんど。

③部屋については 4 畳半が一番多く、 続いて 6 畳、 8 畳で、 室数は一桁の所が多く見られた。④昔と今の違いとしては、 あまり変わりないという回答が多かった。

　この調査から、 愛媛県では高校生を受け入れる下宿がまだ残っており、 需要もあるという事が分かった。

経営 年数 対象 現在入居人 部屋詳細 ご飯 その他
松山市
まるなか ○ 10年 男女 3人（高校、大学、専門学生） 4畳半 朝夕（自由） 知り合いのつてで受け入れている。
下宿まるなか × やってない
藤村学生ビル ？ 電話中
荒木下宿 × 電話通じない
酒井長栄 × 電話通じない
酒井下宿 ○ 60年前から 男女 27部屋 仕事中で途中で中断
鈴木下宿 ？ 電話出ない
浜岡下宿 ○ ？ 男女 3人（男子高校生） 4畳半5部屋 朝昼夕 87歳のおばあちゃんが経営開始
森田眞弓学生下宿 × 30〜40年 男 11部屋 朝夕 12、3年前に体を悪くし経営停止。80歳おばあちゃん。
今治市
十亀下宿 ○ 約60年 男女 1人（女子高校生） 6畳、8畳5部屋 朝夕 8人いた時もあったが、今は2、3人が限度。
宇和島市
本多綾子 × ？ 男女 4畳半2部屋、6畳4部屋 朝夕 4、5年前に営業停止。現在はお好み焼き屋を１人で経営。
下宿三好 ○ 23年前から 男女 5、6人（男女高校生） 和室6畳洋室6畳計14部屋 朝昼夕 72歳のおばあちゃん1人で経営開始。
岡田下宿 ？ 電話でない
八幡浜市
学生寮平成荘 ？ 電話でない
新居浜市
垣生荘 × ？ 男女 3階建2棟、20〜30部屋 朝夕 3年前に両親が亡くなってから経営停止。元は寮。
西条市
あおき荘 ○ 仕事中
藤田荘 × 15年前までやっていた。すぐきられた
矢車荘 電話通じない
大洲市
二宮下宿 ？ 電話出ない

表 1　愛媛県に存在する下宿の調査結果

島での活動記録

2014 年

12-14 日　大三島入り （一度目）

「大三島全体調査」

初めての大三島ということで、 『NPO これからの建築を

考える伊東建築塾』 の古川さんに島を案内したもらい、

概要を知ることから始まった。

3 月

23 日　打ち合わせ

「恵比寿スタジオにて」

18:00-

4 月

30 日　打ち合わせ

「恵比寿スタジオにて」

10:30-12:00

3 日　大三島参道マーケット開催 （不参加）

「宮浦地区の参道にて」

10:00-17:00、 第一回大三島参道マーケットが開催された。 参道への人の呼び込み

を主な目的としたイベントで、 当日はとても賑わったという。 （当日の様子を伺った。）

5 月

14 日　打ち合わせ

「恵比寿スタジオにて」

19:00-

22-28 日　大三島入り （二度目）

「島の方々との交流」

二度目の大三島。 長く滞在することで、 島の気になる場所や歴史などの調査を行った。

24 日には、 研究室活動の一環として、 宗方地区の方々との話し合い （ワークショップ） を行い、 交流を深めた。 自主調査としては、 宮浦港の散策、

図書館資料閲覧、 宗方地区散策等、 研究室活動の方では和船を調査していた為、 隣の島の伯方島に和船を作る 80 過ぎの渡辺さんに話を聞いた。

17 日　打ち合わせ

「恵比寿スタジオにて」

18:00-

2 日　打ち合わせ

「恵比寿スタジオにて」

13:00-

6 月

13 日　台ダムを臨む （台） 13 日　入日の滝を眺める （台） 24 日　島の方々との話し合い （宗方） 25 日　瀬戸内しまなみ海道サイクリング

　　　　　　　　　今治大会の様子 （宮浦）

25 日　櫂伝馬修理をする島の方々 （宗方） 27 日　大内さんとイナズミ公園へ （宗方）24 日　櫂伝馬十七夜祭の練習に参加 （宗方）

（写真提供 ： 『NPO これからの建築を考える伊東建築塾』）

参道 WEDDING 後、 集合写真 （宮浦）空き地での出店風景 （宮浦）

（写真 ： 木下撮影）

（写真 ： 木下撮影）

（写真 ： 木下撮影）

6 月 29 日 -7 月 1 日　大三島入り （三度目）

「展示関係ワークショップ」

29 日 10:00-、 研究室活動の展示についてのワークショップを

宗方地区にて開催。

7 月

3 日　打ち合わせ

「恵比寿スタジオにて」

18:00-

8 日　打ち合わせ

「恵比寿スタジオにて」

10:00-13:00

22-23 日　大三島入り （四度目）

「展示物搬入 ・ 設営」

『日本一美しい島大三島をつくろうプロジェクト』

の展示物の搬入 ・ 設営を今治市伊東豊雄建築

ミュージアムにて行った。

25-26 日　大三島入り （五度目）

「展示内覧会」

展示開催前の内覧会に参加。

展示関係者、 島の方々と大三島をまわる。

8 月 28 日 -9 月 1 日　大三島入り （六度目）

「展示関係イベント開催」

30 日、 31 日の 2 日間 18:00- 大三島ふるさと憩の家前の広場

にて研究室の展示関係で実際に空間をつくりイベントを開催。

島の方々や、 報道関係者、 観光客などが集った。

8 月 9 月

10 日 -15 日　大三島入り （七度目）

「参道マーケット」

11 日 10:00-16:00 に開催された第二回大三島参道マーケットに参加。 大三島分校生による 『歴史トラベラー新地』 という、 参道の歴史を参道を歩きながら分校生が説明してくれるもので、 1 時間説明を受けた。

「ふれあいフェスタ」

12 日野々江地区にある保健センターにてイベントに参加。 今治市職員の 『地域おこし協力隊』 の方々と、 『建築ミュージアムの学芸員』 の山田さんと出店の手伝いを行う。 子どもから高齢者まで島の方々が大勢訪れていた。

「安神山登り / 宮浦地区調査」

「アンケート実施」

13-14 日宮浦地区にて調査

を行う。 地区全体を鳥瞰でき

る安神山登山、 大三島分校

生へのアンケート実施など

行った。

10 月

11 日　参道マーケット集合写真 （宮浦） 14 日　宮浦地区全体を見るため安神山を登る （宮浦） 14 日　分校生へのアンケート実施風景 （宮浦）31 日　イベント開催後集合写真 （宗方）25 日　シルバーハットでの内覧会の様子 （浦戸）25 日　休憩中敷地から福島を臨む （浦戸）29 日　島の方々とのワークショップの風景 （宗方）

（写真 ： 木下撮影）（写真 ： 木下撮影）（写真提供 ： 『NPO これからの建築を考える　伊東建築塾』） （写真 ： 観光客の方撮影）

愛媛県立今治北高等学校大三島分校

大三島分校には、 65 名の生徒と 19 名の教師が通っている。 (2014 年度）

1 年生が 34 名 2 年生が 14 名、 3 年生が 17 名であり、 1 年生の 34 名のうち 21 名が

島外から通っている。 島出身でない教師は、 市が経営する公営住宅に住む場合や、

島外から車で通っているが、 島外に住む生徒は本数の少ないバスで毎日登校している。

しまなみ海道の通行料は、 片道でも 1000 円を超える為、 家計的にも負担である。

大三島

大三島は芸予諸島の中心に位置し、 島の西半を大三島町、 東半を上浦町が占める。 平成 17 年 1 月 16 日に合併し今治市域となった。 

大三島の特徴の 1 つとして、 13 の集落がある。

北から時計回りに、 盛 ・ 井口 ・ 甘崎 ・ 瀬戸 ・ 宗方 ・ 浦戸 ・ 口総 ・ 野々江 ・ 台 ・ 宮浦 ・ 明日 ・ 大見 ・ 肥海となっている。 （右図参照）

大三島は、 地形の変化に富んでおり、 集落によっては平地から崖のようなところまで、 様々である。 地形と同様に、 集落には

それぞれの性格があり、 祭りも各々で行われている。

【大山祇神社】

伊予国の一の宮で、 地元では 「三島さん」 と呼ばれる。 山を支配する大山積神を祀り、 全国で山の神や鉱山神として信仰されている。

中世には、 伊予の三島水軍を率いた河野氏と、 大山祇神社の神職を世襲した越智氏が連携し、 瀬戸内海へ勢力を伸ばした。

そのため海神の信仰が強まった。

大山祇神社には国宝 8 点、 重要文化財 472 点を所蔵するため、 大三島は 「宝の島」 と呼ばれる。

ことに太刀や鎧兜の武具類は全国の国宝 ・ 重要文化財の 8 割を占めるといわれ、 三島水軍の支援をうけた源氏などの武将が寄進した。

武将の信仰を集め、 武神ともなった。

旧暦 5 月 5 日の御田植祭りには、 早乙女の田植行事や一人角力がある。 一人角力は神事で、 大山積神が 2 勝 1 敗で勝って

豊作が約束される。 塩田が発達した瀬戸内で、 大山祇神社は宮島とともに製塩神としても信仰された。 大山祇神社は、

中部瀬戸内の歴史と文化に関わり、 山 ・ 海 ・ 里の暮らしを守護してきた。

【しまなみ海道】

島には瀬戸内しまなみ海道が通っている。

瀬戸内しまなみ海道 （西瀬戸自動車道） は、 平成 11 年 5 月 1 日に開通し、 広島県側の向島 （むかいしま）、 因島 （いんのしま）、

生口 （いくち） 島を経て、 愛媛県側の大三島、 伯方島、 大島の島々を 10 橋で結び、 今治市に連絡する道路である。

愛媛県立今治北高校大三島分校 分校生と伊東建築塾が作成した参道マップ

A、 B グループ俯瞰写真

愛媛県今治市大三島にて、 島外から通う 「大三島分校生の為の下宿設計」 を行う。 1948 年に 「大三島高校」 として建てられた愛媛県立今治 北高校大三島分校は、

2014 年度新入生が30 人以下でその後も増える見込みがない場合は廃校になる危機を迎えていたが、 分校と住人らが一体となり 34 人の新入生を迎え、 廃校を免れた。

半数の 17 人は陸地部 から通っている為、バス会社に学校に間に合うバスの便を出してもらい通学している。 大三島分校のある宮浦地区は、 宮浦港、 そこから続く参道

の先に大山祇神社があり、 中心街の地区である。 かつては宮浦港から参道を通り 大山祇神社へ参拝を行っていたが、 しまなみ海道開通や宮浦港の 閉港等により、

アクセスが変化し、 参道には空き家や空き地が増えた。

本提案では、 上記の (1) 大三島分校生通学問題 (2) 宮浦参道衰退問題 の 2 点をふまえ、 参道にある、 商店街の空き地空き家を活用した下宿設計を行った。

島、 参道、 商店街ならではの、パブリックとプライベート の曖昧な空間設計を行う事で分校生のプライベートを守りつつ、 島の人から見守られる下宿とする。

また、 新たな人の動きをつくることで、 参道の活性化を望む。 近年大三島には、 サイクリストやスローライフを 求めた移住者が増加傾向にある為、 観光客をも取り込み、

世代を超え た交流、 観光客と住人の触れ合いの増加を期待する。

大山祇神社方面

宮浦港方面



宮浦港周辺建物 宮浦港

大三島分校

大三島分校

宮浦新地商店街

設計敷地
４つのグループに分けて設計を行う

御串通り

宮浦新地商店街

現在の御串通り昭和 40 年頃　宮浦の御串 （みくし） 通り

A グループ B グループ C グループ

D グループ

今治市役所

大三島支所

宮浦港から大山祇神社へ続く参道

宮浦港

鶴姫像より宮浦港を望む

阿奈波神社

点線部分 ：

埋め立て前の御串通り

（昭和 40 年頃）

大三島での現在の地域コミュニティ （大三島参道マーケットより ・ 5 月、 10 月開催風景）

空き家においての出店の様子 （５月）

※5 月写真提供 ： 『NPO これからの建築を考える伊東建築塾』

宮浦新地の歴史紙芝居の様子 （５月） 茶梅旅館駐車場にてテントによる出店の様子 （５月） 参道 WEDDING の参道通過中 （５月） 分校生による吹奏楽演奏 （５月） 参道 WEDDING 後の集合写真 （５月） 大三島みんなの家での展示 ・ みかんジュース販売 （１０月）

分校生による参道の歴史説明 （「歴史トラベラー新地」） （１０月） スナック純での合唱の様子 （１０月）分校生による参道の歴史説明 （「歴史トラベラー新地」） （１０月） 空き家前の空き地での出店の様子 （１０月） 空き家での出店の様子 （１０月） 参道 WEDDING の様子 （１０月）分校生による参道の歴史説明 （「歴史トラベラー新地」） （１０月）

※10 月写真 ： 木下美紀撮影

空き地 空家

参道の建物
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【主な特徴】

木造は、 壁が漆喰仕上げ、 羽目板張り仕上げが多く見られた。 羽目板張りは、 (18) 駐在所 (21) 法務局の公共施設は横、 個人宅は縦に張られていた。 その他、 トタン、 鉄板なども見られた。

屋根は、 瓦屋根が多く見られ、 切妻 ・ 入母屋 ・ 寄棟の順に多く見られた。 近年建て替えられたと思われるものには、 スレート系もあった。 年代的には、 ほぼ昭和の建物であり、 大正～昭和初期の文化住宅と思われるものや、

一部改修 ・ 建て替えを行っているものもあった。 RC は、 現在商売を行っているところ、 かつて行っていたところに多く見られた。 年代的には昭和～平成の建物が多く見られた。 その他、 木造と RC の混合も見られた。

参道に面しているところを RC、 奥の主な生活部と思われるところを木造、 または下階を RC、 上階を木造としているものがあった。 どの建物も、 参道に入り口 （表部分） を向けており、 入り口は開放できるように、

全面引き戸 ・ ガラス ・ シャッターなどが見られた。

絵 ： 木下美紀

これらの調査から、 階高、 ファサードの検討を行った。

【建物事例】 散策時の写真撮影よりスケッチを行う

(66) 空家 （昭和 35 年　藤原金物屋）

　木造 2 階建て ・ 瓦屋根 （入母屋）

　漆喰、 羽目板張り仕上げ壁

　昭和～平成

(64) 蔵 （昭和 35 年　蔵）

　木造平屋 ・ 瓦屋根 （切り妻）

　漆喰、 羽目板張り仕上げ壁

　大正～昭和

(62) 空家 （昭和 35 年　朝日菓子）

　RC2 階建て ・ トタン壁 ・ テント

　シャッター ・ 昭和～平成

(61) 朝日堂菓子店

　（昭和 35 年　朝日パン製造）

　木造平屋 ・ スレート葺屋根 ・ テント

　昭和～平成

(56) かどや洋品店

　（昭和 35 年　かどや衣料品店）

　木造 2 階建て ・ 瓦屋根 （切り妻）

　漆喰、 羽目板張り仕上げ壁

　テント ・ 昭和～平成

(48) 岩田屋 （昭和 35 年　岩田屋）

　RC3 階建て ・ タイル貼り、 トタン壁

　昭和～平成

(45) 民家 （昭和 35 年　民家）

　木造 2 階建て ・ 瓦屋根 （切り妻）

　漆喰仕上げ壁 ・ テント

　昭和～平成

(26) 空家 （昭和 35 年　石田風呂屋）

　木造平屋＋２階建て

　瓦屋根 （片流れ ・ 切り妻） ・ テント

　漆喰、 トタン、 石張り仕上げ壁

　大正～昭和

(24) 三島電業社 （昭和 35 年　民家）

　RC２階建て ・ 看板 ・ 電球

　昭和～平成

(21) みんなの家 （昭和 35 年　法務局）

　木造２階建て ・ 瓦屋根 （切り妻）

　羽目板張り （横） ・ 文化住宅

　大正～平成

(20) 民家 （昭和 35 年　民家）

　木造平屋 ・ 瓦屋根 （入母屋） ・ パネル仕上げ壁

　昭和～平成

(5) スナック純 （昭和 35 年　伊予銀行）

　RC２階建て ・ 看板 ・ 電球

　昭和～平成

昭和 40 年頃　宮浦の御串 （みくし） 通り 昭和 40 年代　御串通りの造成工事

足利尊氏の （室町時代）

参道の移り変わり

大三島町の中央部にある宮浦は、

昭和 30 年の町村合併まで宮浦村であり、 大三島の中心集落として栄えてきた。

図１　明治 17 年の宮浦新地参道商店街復元構成図

図 2　昭和 51 年宮浦新地商店街配置図

図 3　平成 3 年　宮浦新地商店街配置図

1661 年 （寛文元年） 1770 年ごろ （開発以前） 1777 年 （安永六年） 1810 年ごろ （文化年間）

　貞享 4 年　　　 ・ 四月大祭を大市日とし、 旧暦 4 月 17 日より 23 日までの 1 週間行う。

　（1687 年）　　　また （歌舞伎） 芝居興行を公許する。 （当時藩内では人形浄瑠璃は

　　　　　　　　　　行われたが、 風紀上歌舞伎興行を禁止しており、 大三島市のみこれを

　　　　　　　　　　許した。

　正徳年間　　 ・ 大市日を 4 月 15 日より 24 日までの 10 日間とする。

（1711 年頃）　 ・ 大三島会所を設置し物産販売を行う。

　安永年間　　 ・ 富くじ、 賭博、 碁将棋双六興行、 遊女屋の設置を認める。 （後記薬屋

　　　　　　　　　　五兵衛の建議後公許、 松山藩内では遊女屋以外禁止）

　　　　　　 　 　 ・ 松山城下町人で御用掛大三島市場元方となった薬屋五兵衛の建議

　安永 5 年  　　 により、 大市日を 4 月 10 日より 5 月 10 日に至る 30 日間とし、 また旧暦

　（1777 年）　　　7 月 15 日よりの秋市を開催する。

　　　　　　　　  ・ 同じく薬屋五兵衛の建議により、 宮浦本川の流れを北へ切り落とし、

　　　　　　　　　　河床に道を作り、 恒久的な町屋市場の建設を始める。

表２　松山藩の宮浦における商業振興政策の沿革

【門前町の成立】

近世に入って、 豊臣秀吉による太閤検地は大三島にも及び、 天正 15 年 （1587 年） に神社社田を没収し、 大祝氏の権力は神主としての地位に

局限された。 江戸時代の寛永 12 年 （1635 年） 以降明治時代まで、 大三島は松山藩領として松平氏の支配下に置かれるようになった。

松山藩は 「御国潤」 政策として、 大山祇神社四月大祭を大市日と定め、 神社前における大三島市の積極的振興を進め、 入市税 ・ 運上金 ・

場床賃等の貨幣利潤の増収を計っていった。 また後には定期市としての露店 ・ 小屋がけだけでなく、 恒久的な町家建設を行った。

これが宮浦新地の起源となるわけである。 年代順に新地町成立までの経過をまとめると表のようになる。 （表 2 参照）

【戦後の宮浦新地の変遷】

宮浦の風景を変え、 商店街に大きな影響を及ぼしたものとして、 特に二つ

あげられる。 一つは宮浦港より旧参道部分まで入り込んでいた

小湾部分の埋立て ・ 整備による再開発が進み、 町役場他ほとんど

の公的機関がこの埋立地前に移転したことである。

またその埋立地を 「御串通り」 と名付け新商店街の形成をはかったことで、

顧客の流れは大きく変わった。 （図 4 参照）

二つめは、 参道横に （参道が自動車道としては狭すぎ、 フェリー就航や

本四架橋に対応するため） バイパス道路が建設されたことである。

このため観光客及び島内の購買客は、 車でバイパス沿いの店舗を通じて、

買物をすることが多くなった。

さらに、 神社前に広大な駐車場 ・ 町立美術館ができたことが、 それに

追いうちをかけている。 また、 昭和 51 年 （1976 年） と平成 3 年 （1991 年）

の商店の分布状況を比較することで、 参道商店街の変貌を見てみると、

宮浦新地全体における店舗数の合計はさほど変化していないものの、

参道沿いの店舗が急速に減少したことがはっきりする。 （図２、 ３参照）

減少した理由として、 後継者の流出と高齢化により廃業した店もあるが、

かなり多くの店舗が、 参道から町役場前の 「御串通り」 及び町立美術館 ・

大駐車場前の新造成地に移転したためでもある。 またバイパス沿いには

銀行、 若者向けの衣料品 ・ 小物を扱う店が数店できている。

喫茶 ・ クリーニング ・ 酒 ・ 菓子等の、 島内を中心とした固定客がついて

いる商店が、 現在も参道に残っているのではないかと思われる。

フェリーや本四架橋に伴うモータリーゼーションの波が、 この十数年で

参道の旧門前町の姿を大きく変えたのである。

図 4　新地町の沿革

昭和 25 年頃　新地の町並み

資料 ： 『昭和を生き抜いた人々が語る　瀬戸内の島々の生活文化

         （平成３年度地域文化実態調査報告書）』 参照 写真資料 ： 『大三島町あゆみの写真集　ふるさと憧憬』

参道の現在の動き

・ ・ ・ 大三島参道マーケット （NPO しま ・ なみ） ・ ・ ・

【NPO の活動】

・ ・ ・ みんなの家 （NPO これからの建築を考える伊東建築塾） ・ ・ ・

「大三島参道マーケット」 は、 2014 年 3 月 21 日～ 10 月 26 日開催の 「瀬戸内

しまのわ 2014」 のイベントで、 2014 年　5 月 3 日 （祝 ・ 土）、 10 月 11 日 （土）

の 2 度に渡って開催された。 『大山祇神社だけでなく、 参道も歩いて楽しんで

欲しい』 『参道や大三島の魅力を発信して、 新たな出店者を呼び込みたい』 という

思いで開催され、 主催は NPO しま ・ なみである。

内容としては、 島の特産物の販売や歴史の紙芝居、 住人による合唱や高校生

による吹奏楽演奏、 参道入口より大山祇神社まで歩き、 大山祇神社で挙式を

行った後、 再び参道を歩くという参道 WEDDING など。 　

NPO しま ・ なみによる参加者募集のチラシ

みんなの家 （写真 ： 5 月木下撮影） 今治市伊東豊雄建築ミュージアム

　　　　　　　（写真 ： ７月木下撮影）

　2011 年、 東京にて伊東建築塾、 大三島にて伊東豊雄建築ミュージアムが設立。

この２つの活動が結びついて出来たものが 『大三島みんなの家』 である。

伊東建築塾は参道の重要性に注目し、 2014 年に参道の中ほどに位置する旧法務局

の活用を検討し、 「佇まいはそのままに、 島に住む人も島を訪れた人もともに気軽に

立ち寄って、 まるで自宅の縁側で一息入れるような」 場としてリニューアルすることを

目標に活動を行っている。 大三島参道マーケットにおいても、 参道の歴史を伝える

紙芝居や、 参道の模型やイラストマップが展示されるなど、 活動の幅を広げていこう

としている。

敷地配置図

大山祇神社

大山祇神社
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【A グループ】

参道の入口側、 宮浦港に最も近い

グループで、 近くにバス停がある。

また、 敷地内に住人の畑や、

参道からバイパスへの路地もる。

【B グループ】

敷地同士が一番角度がついてる。

そのため、 棟の傾きが一番ついていて、

外部空間が広く取れる。

また、 片方の敷地が水路に面していて、

通り抜けも可能。
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（１） 囲まれる空間
高さのある２階床部分が１階床レベル

まで垂れ下がることで、

屋根によって囲まれるような

空間が生まれる。

（３） レベル差のある
　　　　　　　　アクセス

同じレベルのままつながっている床さを

床レベルの違う玄関に行くにつれ下げる。

階段を使わずになだらかなアクセスとなる。

（５） 段差による空間

微妙なレベルの違いによって自然と

空間が作られる。

座ったり、 ものを置いたり ・ ・ ・

（２） スロープからの階段

スロープのようなデッキによって、

坂を上った後、 階段へとつながり、

2 階部分へとアクセスする。

（４） 段差による空間
地盤を低くし、 更に高い部分に屋根の

ようなものをかけることで、 もとの高さ

との間に空間が生まれる。

傾きの操作 ・ 分棟と参道のつながり

建物を建てる際、 分棟となった下宿を、 よりつながりを感じさせるものにするために、 傾きの操作を行った。

また、 道とのつながりを意識し、 道を含めた設計計画を行った。

①敷地の全端部同士を直線でつなぎ、 何本

　かの線を選定。 加えて、 敷地を道を中心に

　円で囲い、 その部分は道を貫入させる。

②（①） で選んだ線の傾きを利用し、 敷地

　を長方形でつなぐ。 （傾き線は敷地内に収

　まる角度のものを選んだ。）

③（②） で作成した長方形の中で、 建物同士

　のバランスを見ながら棟の位置を決定する。

　このグループは、 全部で 6 棟収めた。

傾きの操作 ・ 分棟と参道のつながり

建物を建てる際、 分棟となった下宿を、 よりつながりを感じさせるものにするために、 傾きの操作を行った。

また、 道とのつながりを意識し、 道を含めた設計計画を行った。

②（①） で選んだ線の傾きを利用し、 敷地

　を長方形でつなぐ。 （傾き線は敷地内に収

　まる角度のものを選んだ。）

③（②） で作成した長方形の中で、 建物同士

　のバランスを見ながら棟の位置を決定する。

　全部で 4 棟収め、 １棟は幅を 2 倍とした。

①敷地の全端部同士を直線でつなぎ、 何本

　かの線を選定。 加えて、 敷地を道を中心に

　円で囲い、 その部分は道を貫入させる。

（６） 囲まれ感
上にかかる２階床部分の

端部が丸まることで、

囲まれ感を感じる空間となる。

（８） アーチ
２本の柱によって続く通路の

ような場がまるでアーチを

くぐるかのようになっている。

（９） 押し出された床
床の一部を押し出すような操作を

行うことで、 新たな場が生まれる。 　

（１０） ステージ
広い空間を向き合わせ、 レベルを

変えることで、 ステージと観客席の

ような場が出来る。 　

（７） 土間的
地盤面より低い場所に屋根を

かけ、 柱で囲うことで

土間的な領域が生まれる。
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（２）

（３）

（４）
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（４） （５） （６）

（１） （２） （３）

（４） （５） （６）

（１）

（２）

（３）

（４）

向き合う場のレベルを操作し、 空間の仕様を操作

俯瞰写真

敷地周辺 敷地周辺

エン ( 縁 ) による空間 エン ( 縁 ) による空間
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東立面図
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西立面図
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南立面図
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A-A’ 断面図
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（１） （２）

柱による空間

空間に意味をもたせるよう

柱の並びを操作した。

（１） 参道に垂直な線を引き、 その線上に

柱を並列させることで、 方向性を与え、

道と敷地を関係付けた。

（２） 柱を 「囲柱」 とし、 空間に領域をつくり、

生活する人や訪れる人が自然と集まれるような

空間をつくった。

高低差による分棟のつながり

-1000

-1000

+500

+500

±0

±0

棟の傾きによる平面的な操作だけでなく、

地盤面のレベルを傾きの同じ棟同士で同じにすることで、

断面的にもつながりを持たせ、 分棟をより近いものとする。

南立面図

▼GL±0
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西立面図
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D-D’ 断面図

▼GL±0

個室
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シャワールーム 個室
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▼GL±0
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（１） （２）

柱による空間

空間に意味をもたせるよう

柱の並びを操作した。

（１） 参道に垂直な線を引き、 その線上に

柱を並列させることで、 方向性を与え、

道と敷地を関係付けた。

（２） 柱を 「囲柱」 とし、 空間に領域をつくり、

生活する人や訪れる人が自然と集まれるような

空間をつくった。

高低差による分棟のつながり

+500

+500

±0

±0

棟の傾きによる平面的な操作だけでなく、

地盤面のレベルを傾きの同じ棟同士で同じにすることで、

断面的にもつながりを持たせ、 分棟をより近いものとする。
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俯瞰写真

俯瞰写真

（１） （２） （３）

（４） （５） （６）

0m 5m 15m

N

外部空間はパブリック ・ セミパブリック
             プライベートすべてを兼ねる

　　　　　　　観光客が気軽に
立ち寄りやすい場所をつくる

外部と内部、 曖昧な空間をつくる

防音室 ・ 食事室に集まる

1 階平面図 ２階平面図 1 階平面図 ２階平面図

【C グループ】 参道の中心部に位置することから、 全ての下宿グループの利用者が集えるような施設の設計。 【D グループ】

最も神社側にあり、 商業店舗も比較的

残る場所で、 観光客が訪れる率が

一番高い。

その為、 観光客が気軽に

立ち寄りやすい場を意識して設計。

銭湯に集まる

微妙なレベルの違いが

内部空間を豊かにする

防音室で練習する

１、 ２階で連動した

食事室に集まる

外部利用者も集う

休憩スペース

外部内部の曖昧な空間

内部のレベル差が

家具にもなる

隙間が下階に光を通す

ゲストルームを設ける

G

+400

風呂 （男）

管理人室

防
音

室

-1000-1000

±0

+500

±0

±0

±0

±0

±0

±0

-1000

個室

+250 収納

+400

-1000

居間 ・ 台所

±0

-500 庭

+1000

+1000

-1000

風呂 （女）

脱衣所脱衣所

±0

G’

H H’

I’ I

個室

+400

管理人室

パブリック

±0

+500

±0

±0

±0

±0

±0

個室

個室

+400

居間 ・ 台所

±0

-500

-500

±0

-500

-500

+500

+500

±0
±0

+500

±0

+500

+500

J

J’

K K’

L’ L

シャワールーム

ランドリー

ゲストルーム

+3０００

+3０００

+3０００

+25００

+1000

+3０００

+3０００

+3０００

+3000

+２０００

+2000

+２０００

+15００

+2000

G

G’

H H’

I’ I

個室

居間 ・ 台所
+3000

+3000

個室

シャワールーム

ランドリー

個室

個室

+3０００

+3０００

+25００

+3０００

+3０００

+3０００

+3０００+35００

+２０００

+35００

+25００

+3０００

+3０００

+25００

ゲストルーム

J

J’

K K’

L’ L

パブリックとプライベートの曖昧な

空間設計を行う事で分校生の

プライベートを守りつつ、

島の人から見守られる下宿となる。

傾きの操作 ・ 分棟と参道のつながり

建物を建てる際、 分棟となった下宿を、 よりつながりを感じさせるものにするために、 傾きの操作を行った。

また、 道とのつながりを意識し、 道を含めた設計計画を行った。

②（①） で選んだ線の傾きを利用し、 敷地

　を長方形でつなぐ。 （傾き線は敷地内に収

　まる角度のものを選んだ。）

③（②） で作成した長方形の中で、 建物同士

　のバランスを見ながら棟の位置を決定する。

　全部で 4 棟収め、 １棟は幅を 2.5 倍とした。

①敷地の全端部同士を直線でつなぎ、 何本

　かの線を選定。 加えて、 敷地を道を中心に

　円で囲い、 その部分は道を貫入させる。

傾きの操作 ・ 分棟と参道のつながり

建物を建てる際、 分棟となった下宿を、 よりつながりを感じさせるものにするために、 傾きの操作を行った。

また、 道とのつながりを意識し、 道を含めた設計計画を行った。

②（①） で選んだ線の傾きを利用し、 敷地

　を長方形でつなぐ。 （傾き線は敷地内に収

　まる角度のものを選んだ。）

③（②） で作成した長方形の中で、 建物同士

　のバランスを見ながら棟の位置を決定する。

　全部で 5 棟収め、 2 棟をつなげた。

①敷地の全端部同士を直線でつなぎ、 何本

　かの線を選定。 加えて、 敷地を道を中心に

　円で囲い、 その部分は道を貫入させる。

（１６） 囲まれる通路

天井部分が弧を描いたようにかかって

いることで、 下階の通路は

囲まれたような空間となる。

（１７） 少量のプライベート
　　　　　スペース

レベルの違いによって空間がゆるく

閉ざされることとなり、 閉ざされた

空間は少量のプライベートスペース

となる。

（１９） 座って集う
地盤面から 400mm〜500mm

上がった部分は道行く人が座りやすく、

人々が座って集う空間となる。

（１８） テラスのような
１階にデッキ、 ２階に屋根のような通路

があり、 柱によって領域が作り出される

ことで、 テラスのように使える。

（２０） 屋根へ

２階レベルの床を道側に張り出した

屋根のレベルと同じにすることで、

屋根の上に登れるようになっている。

（１２） 地盤面からの
　　　　　　　アクセス

地盤面から２階までゆるやかな坂の

ようなデッキでつながる。

（１１） 棚 ・ 壁の役割
ある程度高さのある

段差は、 壁のようになり、

手の届く程の違いであれば、

棚のようにもなる。

（１３） 別動線
　　　　　からのアクセス
別レベルの動線同士が交わる部分

において、 適度な高さの部分は

他動線へとアクセスできる。

（１４） 回廊のような

棟のまわりを回廊のように、

回り込んだ空間。

（１５） こもれる空間
レベルの操作によって立つ

程の高さがない部分でも、 日陰が

出来る休憩スペースのような、

こもれる空間となる。
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奥のテラスのような空間で住人がくつろぐ

エン ( 縁 ) による空間 エン ( 縁 ) による空間
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シャワールーム

脱衣所 （男） 脱衣所 （女）

防音室居間 ・ 台所

居間 ・ 台所

柱による空間 高低差による分棟のつながり

空間に意味をもたせるよう

柱の並びを操作した。

（１） 参道に垂直な線を引き、 その線上に

柱を並列させることで、 方向性を与え、 道と敷地を

関係付けた。

（２） 柱を 「囲柱」 とし、 空間に領域をつくり、

生活する人や訪れる人が自然と集まれるような

空間をつくった。

棟の傾きによる平面的な操作だけでなく、

地盤面のレベルを傾きの同じ棟同士で

同じにすることで、 断面的にもつながりを

持たせ、 分棟をより近いものとする。
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▼GL±0
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K-K’ 断面図

▼GL±0

管理人室

ランドリー

L-L’ 断面図

▼GL±0

居間 ・ 台所
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西立面図
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▼GL±0

北立面図
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柱による空間

高低差による分棟のつながり

空間に意味をもたせるよう

柱の並びを操作した。

（１） 参道に垂直な線を引き、 その線上に

柱を並列させることで、 方向性を与え、

道と敷地を関係付けた。

（２） 柱を 「囲柱」 とし、 空間に領域をつくり、

生活する人や訪れる人が自然と集まれるような

空間をつくった。

棟の傾きによる平面的な操作だけでなく、

地盤面のレベルを傾きの同じ棟同士で同じにすることで、

断面的にもつながりを持たせ、 分棟をより近いものとする。-1000

-1000

+500

+500

±0

（１） （２）
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